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積雪地,特に多雪地帯の桑栽培は暖地と異なり,春の消

雪後直ちに行う解東,発芽前伐採,株の手入れ,施肥およ

び耕緑等の作業は,消雪の遅れと共に一時に集中し,特に

多雪年にはその度合が大きい。これ等作業の集中化を緩和

するため,積雪表面に融雪促進材料を散布し,消雪を早め

え通た曇霧曇憶見:Υ5貴〕9ま
言
[[1li5i[19鷲層

の2カ 年にわたり,数種類の融雪促進材料を供試し,融雪

促進効果の検討を行ったのでその概要を報告する。

2 材料および方法

供試場所は当所構内桑園 (山形県新庄市,・F均積雪量

143の :根雪日数 114日 )である。今回は融雪効果をみる

ために,桑を栽培していない裸地を用いた。散布材料とし

て1975年は102当 り,粒材ブラッカル (ア ルカリ分45%,

く溶性苦± 3%)① , 100, 150ん ′,カ ーボンプラック15

り,石灰窒素 (窒素21%)21た ,,´ イヽグリーン(水溶性苦

±14%)90り,焼 もみがらω, 120り ,上壌 (沖積土 )∞ 0

り,お よび対照として無散布区の10区を設けた。 1976年は

カーボンプラック,ハ イグリーン,焼 もみがらの各材料を

除き,石灰窒素∞的を追加し7区 とした。供試面積は1975

表 融 雪 促 進 7~D果

年 1区 la,1976年 は 1区 05aと し,前年秋末に区画し,

区の中央部に雪尺を立てた。土壌は秋末に桑目より採取し

粋量して乾土とした。散布時期は 1975年 3月 12日 ,1976年

は 2月 211日 で,散布後の融雪深測定は午前 9時 r_行い,区

画内の積雪が%以上消えた日を消雪日とした。

3 結果および考察

1975年は最深積雪量 142σ″(3月 2日 ),消雪日は4月

6日 で共に平年並であつた。調査結果を表 1に示した。融

雪材料散布後,消雪までの所要日数と融雪が促進された日

数は,無散布区の26日 に対し,粒状プラッカル 150た ,区 は

10日 の16日 促進され,同 100″ 区は11日 で15日促進された。

これに次ぎ粒状ブラッカル

“

切区,カ ーボンプラノタ15り

区,お よび石灰窒素21″区は13日 で13日 の促進であり,土

壌,´ イヽグリーン,焼 もみがらは比較的融雪効果が低い傾

向であつた。なお, 3月 25,26,及び28日 の3日 間に 5～

6のの新積雪があり,既に消雪となつた粒状ブラッカルの

各区,石灰窒素区,お よびカーボンプラック区は新積雪の

翌日に消雪しているので影響ないが,ハ イグリーン区,土

壌区,焼 もみがら区,お よび無散布区の4区 は積雪上に新

積雪となり,そ のために 1日 程度消雪が遅延したものと思

われる。もし,新積雪がなかつたとすれば,粒状ブラッカ

ル区では 12～ 15日 の促進,カ ーボングラック区,お よび

注 1)
2)

散布月日 3月 12日 。
( )内 の数字は想定日数。
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表 2 融 雪 促 進 効 果

区 Яl

無  散  布

粒状プラッカル区

石 灰 窒 素 区

1976

日平 均 融 雪 深

指  数
)

土

100

176

186

190

186

186

176

区

ｒ
Ｊ

Ｉ

ヽ

‘

ヽ

区

注. 1)散 布月日 2月 20日 。
2)( )内の数字は想定日数。

石灰窒素区では12日 の促進日数r_な るものと想定される。

気温 1℃ 当りの融雪深では,無散布区の 1502に対し,粒

状ブラッカル 100″区では 3倍強.同 150り区では 5倍強

の融雪深であり,また, 1日 平均の融雪深は,粒状プラッ

カル 100ん ,と 同 150りは無散布区に比べ 2倍強であった。

1976年は最深積雪副 320Z(2月 12日 )で平年より少な

かったが,消雪日は 4月 2日 ではぼ平年並であつた。調査

結果を表 2に示した。融雪材料散布後,消雪までの所要日

数と融雪が促進された日数は,無散布区の43日 に対し,材

料散布区は 21～ 23日 で,融雪が促進された日数は20～22

日と大幅に促進された。しかし,これは 3月 20日 より7日

間にわたつて新積雪があり,既に消雪 (3月 13日 )と なつ

た散布区に,ま影響ないが,無散布区には積雪上に新積雪と

なり,消雪が遅延したためである。もし, 7日 間の新積雪

がなかつたとすれば,無散布区の消雪までの所要日数が36

日となり,従 つて散布区の促進日数も,それぞれ 13～ 15

日位になるものと想定される。気温 1℃ 当りの融雪深では,

無散布区160πに対し,散布区では 3倍前後で,ま た, 1

日平均の融雪深も散布区は,無散布区に比べ 2倍程度であ

つた。

以上のように,積雪面を黒化することにより融雪は促進

されるが,大毬ま散布時期を早めれば新積雪となる度合が

大きく,遅過ぎれば効果を発揮する期間が短くなるため効

率が悪い。更に,新庄における69年間の統計では,10%以

上の新積雪が3回 前後となる時期は 3月 第 1半旬であり,

この時期に20"以上の新積雪となる回数は08回 あると報

告している。今回の調査結果ては,1975年 の散布時期はほ

ぼ適期であつたが, 1976年は積雪量を考慮したため散布時

期が早くなり,そのため新積雪が連続 7日 間もあったこと

からも,その地域の積雪状況,気象等を考慮し,散布日を

決定すべきであると考える。

今回の調査は,融雪の効果をみるため裸地で行つたが,

桑園の場合は裸地と異なり,10a当 り600程度の桑を栽植

しているが,中・多雪地の春秋兼用桑園では,桑枝を結東

している場合は,積雪深が 1300%前後になれば枝条の先端

が雪面上に露出し,輻射熱で枝条の周囲が融け始め,ま た,

株周辺もざらめ雪となつて融雪が促進される。このことか

ら,□間より探間の消雪が早くなるので,桑園の場合は全

面散布するより畦間散布を行えば,量的にも約%で済み,

経済的で得策であると推察される。今後,栽植されている

桑目を供試し,詳細に調査を行う予定である。

4  ま  と  め

1975年 と1976年 の2カ 年にわたり,数種類の融雪材料を

散布し,融雪の促進効果を比較検討した。

その結果,粒状ブラッカル10a当 り100り以上,お よび

石灰窒素10a当 り21″以上に融雪効果が認められた。また,

融雪材料を散布することにより,根雪日数を15日 前後短縮

することができた。
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